
浅野 史郎さんに支援を！！ 

骨髄バンクへの登録のお願い 
 

 

浅野史郎さんは、3期 12年（1993年 11月～2005年

11月）宮城県知事として活躍し、現在は慶応義塾大学

総合政策学部教授（2006年 4月～）として教鞭をとる 

かたわら、テレビのコメンテーターとして活躍中です。 

       

全国の皆さんにご協力をお願いします！ 

 

浅野史郎さんが成人 T 細胞白血病との診断を受けました。入院し化学療法を行い増殖を

抑える一方、根治治療として造血幹細胞移植（いわゆる骨髄移植）が必要であることがわ

かりました。骨髄移植手術には、浅野さんの血液と一致する白血球の型（ＨＬＡ）を持つ

人の骨髄（造血組織）が必要です。 

 

現在、日本国内では毎年、約 6,000人もの人が白血病・再生不良性貧血などの血液難病を

発症し、そのうち、約 2,000人の方が｢骨髄移植｣を望んでいるのが現状です。 

一般的に白血球の型（ＨＬＡ）適合の完全一致は同じ両親から遺伝子を受け継いだ兄弟姉

妹間で 25％、親子間で一致する可能性は極めて乏しく、血縁関係がないと数百人から数万

人に１人の割合です。そして、現在の骨髄バンクへのドナー登録者（骨髄提供の協力を同

意された方）は全国で 33万 6千人（2009年 4月末現在）ですが、1人でも多くの患者さん

を救うため、骨髄バンクと骨髄移植にご理解とご協力をお願いします。 

 

私たちの呼びかけの趣旨にご賛同いただいて、｢最も生きる力の弱い人の立場｣に立って活

動してこられた浅野史郎さんをはじめ、骨髄移植を待ち望んでいる多くの皆さんへの支援

にご協力下さい。 

田島 良昭（社会福祉法人 南高愛隣会 コロニー雲仙 理事長） 
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＜｢骨髄バンク｣へドナー登録できる方＞ 

・骨髄提供の内容を十分に理解している方 
・年齢が 18歳以上、54歳以下で健康な方 
・体重が男性 45kg以上／女性 40kg以上の方 

（実際に骨髄提供できるのは 20歳～55歳で、骨髄提供にあたっては家族の同意が必要です） 

 
＜｢骨髄バンク｣へドナー登録できないケース＞ 

・病気療養中または服薬中の方 

特に気管支ぜんそく、肝臓病、腎臓病、糖尿病など、慢性疾患の方 

・以下の病歴がある方 

悪性腫瘍（がん）、膠原病（慢性関節リウマチなど）、自己免疫疾患、 

・先天性心疾患、心筋梗塞、狭心症、脳卒中 

・悪性高熱症の場合は、本人・ご家族とも病歴がある方 

・最高血圧が 151以上または 89以下の方、最低血圧が 101以上の方 

・輸血を受けたことがある方、貧血の方、血液の病気の方 

・ウイルス性肝炎、エイズ、梅毒、マラリアなどの感染症の病気の方 

・アレルギーがある方 

食事等により呼吸困難などの症状が出たことがある方や、高度の発疹の既往がある方 

・椎間板ヘルニア等で腰に手術を受けたことがある方 

・過度の肥満の方（体重 kg÷身長 m÷身長 mが 30を超える方） 

 

 

｢骨髄バンク｣に関する情報はこちらから。 
 

・日本骨髄バンク  http://www.jmdp.or.jp/ フリーダイヤル：  0120-445-445  

・特定非営利活動法人 全国骨髄バンク推進連絡協議会 http://www.marrow.or.jp/ 

 

・詳しい内容は日本骨髄バンクのホームページからドナー登録のしおり｢チャンス｣が 

ダウンロードできますのでご確認下さい。 

また、こちらから郵送もできますので下記までご連絡下さい。 

   

 

一緒にご支援いただける方は、下記までご連絡をお願い致します。 
 

｢浅野史郎さんを支援する会｣事務局  

〒８５９－１２１５  

長崎県雲仙市瑞穂町古部甲１５７２ 社会福祉法人 南高愛隣会（コロニー雲仙）内 

ＴＥＬ ０９５７-７７-３６００ ＦＡＸ ０９５７-７７-３９６６ 

ｅ‐mail unzen@airinkai.or.jp  ホームページ http://www.airinkai.or.jp 

 


